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＜連絡事項＞
・病床管理シートを更新する際は「数式」での張りつけを行ってください。分からない人は確認お願いします。

＜患者様連絡事項＞
・清水　進様～療養環境変更目的にて南Ｄユニットへ転出となる。
・上村　節子様～昨日夕より食事摂取出来ていない為、深澤Ｄｒ報告しビーフリード500ml
　　　　　　　　1本　2日分処方となる。

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・澤村　彬様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施中。奇声、徘徊みられている。他者トラブルは無く経過。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善ができるよう看護介入を行っていく。
・田村　真紀子様～終日隔離中。本日より午前・午後1時間の開放観察開始。開放中、ホール内で過ごされており、他者への過度な干渉なく疎通良好で経過。入室に拒否無く応じている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善ができるよう看護介入を行っていく。
＜要注目患者様＞
・山田　りつ様～食事、服薬の拒否はなし。ドアを弄る事はあるが一時的で、他者と交流みられている。
・三上　キネ様～バイタルサインの異常や、酸素飽和濃度の低下なし。湿性咳嗽聞かれ、白色痰多量に吸引している。
・袴田　将志様～説明にて飲水時間は聞き入れ出来ているが、ステーションに飲水しに来る事は殆どない。不穏さはないが表情は硬い。
・上村　節子様～バイタルサインの異常なし。飲水要求頻回に聞かれている。食事は数口のみ摂取されている。活気あり。
＜馬渡Dr診察＞
・駒木　洋士様～精神症状は落ち着いており、他者への干渉やトラブル無くなってきた為、診察にて14：58終日隔離解除となる。臨時薬はロドピン150→100㎎へ減量、リーマス400→600㎎へ増量、他同内容にて7日分処方となる。又、7/20採血指示(甲状腺セット・炭酸リチウム・バルプロ酸Na)あり。
・高木　博美様～臨時薬同内容で7日分処方。南山苑への入所申し込み状況等確認し、退院支援を進めていくよう指示あり。
・西村　ウメ様～臨時薬同内容で7日分処方。精神症状は落ち着いてきている。精神症状の観察は続け、問題無いようであれば、南山苑への入所申し込み状況等確認し、退院支援を進めていくようにとの事。
・沼山　深雪様～臨時薬はオランザピン10→5㎎へ減量、他同内容で7日分処方。精神症状は落ち着いてきた為、外出泊訓練等、退院支援を進めていくようにとの事。本人より診察時に15～16日での外泊を希望されている。時間が決まり次第、スタッフに伝えるよう本人には説明し了解されている。
・栃木　春子様～臨時薬同内容で7日分処方。ハップスター2P・シンラック液1本処方。
・熊谷　樹里様～臨時薬同内容で7日分処方。診察時、嘔気訴えており、食後に嘔吐する事があると話される。薬剤が十分に体内へ吸収されていない可能性があり、十分な治療効果が発揮できていない可能性も否定できないとの事で、クロザピンは550㎎→500㎎へ減量となり、7日分処方。
・泉山　紀子様～引き続き隠れ飲水に注意し、飲水制限は続けていくようにとの事。
＜新入院患者様ケース検討＞
病　　棟：東病棟Aユニット

氏    名：坂本　重雄様

生年月日：昭和7年4月30日　86歳

性    別：男性

病    名：混合型認知症

入院形態：医療保護

 主治医 ：深澤Dr
入院に至った経緯：

　現在、西病院にリハビリ目的での入院中。H28年頃から認知症と思われる症状は見られて
いた。通院会計の際に、「お金を多くとられた」など不穏な発言も認められていた。Ｈ30
年4月に脳梗塞で市民病院へ入院、左側に麻痺、呂律不良などが残った。5月にはリハビリ
目的で西病院へ転院している。この頃も怒ってしまったり叫んだりの様子は続いていた。
ベッドからの転倒や、治療や介護介入に激しい興奮や粗暴行為が続いており、専門病院で
の治療希望あり。症状改善目的にてH30年7月10日（火）13:00 東病棟へ入院となる。
【備考】
・LTセットBプラン
・オムツ②

